








Ⅰ研究目的 

近年のわが国におけるめざましい産業の伸展は,社会構造に変革をきたし,婦人が種々の産

業面に直接たずさわる傾向を助長させた。とくに既婚婦人有配偶者の就業数が増加してき

ており,婦人の妊娠,分娩に対して,労働という要因がどのような影響を与えるかという問

題は,最近重要な課題となってきている。 

ここでは,勤労婦人(職業婦人)および家庭婦人における妊娠前の月経歴,妊娠中の母体合併

症,分娩時の母親の異常,新生児所見などについて,発生頻度に差があるかどうかを統計的

に比較調査し,また職種別,労働時間別にも検討した。 


